
様式２　基本計画シート

課題名

対象 実施期間

１　対象の概要・問題点

表１　管内の中山間農業複合経営拠点と集活センター

設立年月日 市町村名 複合 集活

H25.4.1 安田町 集落活動センターなかやま ○ ○ 自然薯

H25.9.29 安芸市 東川集落活動センターかまん ○ ○ 入河内大根

H28.3.26 芸西村 集落活動センターげいせい ○ ○ シキミ・榊

H28.3.26 奈半利町 一般社団法人なはりの郷 ○ ○ ○ 施設ナスほか

H28.12.28 室戸市 有限会社協同キラメッセ室戸 ○

H29.3.25 室戸市 椎名集落活動センターたのしいな ○

H31.1.9 馬路村 集落活動センターやなせ ○ 検討中

R1.5.1 安芸市 (株）アグリード土佐あき ○ ○ 施設ナス

R1.7.1 北川村 一般社団法人北川村振興公社 ○ ○ ユズ

R1.8.10 室戸市 日南・大平集落活動センターひなたぼっこ ○ ○ ぼたなす

R1.8.30 東洋町 甲浦集落活動センターなぎ ○

R2.3.17 田野町・安田町 集落活動センター大野台地 ○ 検討中

２　目標年次の姿（目指すべき姿）

評価項目 実施前 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

目標 目標 目標 目標

（現状） （現状） （現状） （現状）

1/2 2/2

2/2
実践体制案作成 実践体制再構築

ビジョン見直
し案検討

ビジョン作成 ビジョン実践

営農モデル
作成

ぼたなす
面積拡大

 受入れ体制
 の確立

産地提案書
作成

 新規就農者1
 名以上

14a

300万円 310万円 320万円 330万円

400万円

3,450kg 3,500kg 3,500kg 3,500kg

4,067kg

課題NO　　重点３ 　安芸地域の農業農村を支える仕組みづくり

各市町村担い手育成総合支援協議会、中山間農業複合経営拠点、集落活動
センター

令和2年～5年

対象の概要と問題点及びあるべき姿

　中山間地域を中心とした農業生産条件の不利な地域では、中山間直接支払制度や農地集約制度の推進といった国の施策を基に、県
では集落営農の推進や複合経営拠点、集落活動センターの整備、活動支援などを行ってきた。
　管内は集落営農活動が少なく、組織は10組織にとどまっている。また、これまでに設立された集落営農組織も構成員の高齢化や離
脱で活動が停滞、低迷することが多く、組織数も減少傾向である。

　中山間農業複合経営拠点や集落活動センターの開設はここ数年急速に進み、現在管内に12組織あり、なお増加する見込みである。
これらのうち農業部門を持ち、支援が必要と考えられる組織について対象とする。

組織名 農業部門

取り組み期間と到達目標

１　集活センターの体制整備

２　中山間農業複合経営拠点・集活センターを
中心とした地域づくり

・それぞれの地域に応じた仕組みづくりに取組み、関係機関との連携を強化して地域営農を推進する。
・中山間地域の農業を支える「中山間地域農業複合経営拠点」が主体となって地域で「支え」「稼ぐ」取り組みが実践されること
　で、地域の農業・農地が守られ、担い手の確保・育成につながる。

普及事項

・集活センター農業部門の検討、活動支援
農業部門の活動方針
の確認 0/2

（ 集活センターやなせ、集活センター大野台地）
水稲作業受託実践体
制の再構築

見直し未実施

集落活動ビジョンの
見直し

見直し未実施

（１）日南地区のぼたなす振興
担い手確保体制
の整備

なし

（２）(一社)なはりの郷の農業部門活動支援
農業部門売上高
(露地)

261万円
(H31.4～

3月)

（３）中山地区の自然薯を核とした地域振興
自然薯の安定生
産（JA出荷量）

3,424kg
（H27～R1）


